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2）　乳房緊満後投与例の 効果
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　3）　乳 房緊満霞 の 投与例の 内 ， 有効例 に就 い て 症状 の

改善開始 か ら消失 までの 平均 目数
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　以 上 の 如 く両 性 ホ ル モ ン デ ポ ・キ モ タ ブ 錠併用群 が 最

も有効で あ り効果発現 も早 か っ た ．

　 又 ， 特別の副作用は認められなかつ た．

　 〔作用機 序〕 尚不明 な点 が 多い が 恐 らく下垂体抑制作

用 に 基 く抗 プ ロ ヲ ク チ ン 作用 に よ る乳汁分泌抑制 と， ゾ

ロ メ ラ イ ン の 蛋白分解作用 ，抗炎症作用，抗浮幢 作用 に

よ る乳 房鬱積の 改善に よ る もの と考え られ る．

　 206．乳汁分泌 と産褥子 宮に対す る syntecimon 　の

影 響 に つ い て

　　　　　　　　 （群馬大）高沢　勝英，飯島　協子

　合戊 oxytocin の 経鼻的投与が乳汁 分 泌 に影響す る c

と は以前 か ら幾多の 報告が あ る。しか し経鼻的投与 の 産

褥子 宮へ の 影響 に つ い て の報告は み られ な い の で ， 分娩

後 の 乳汁分泌 と産褥子 宮復古 に対 す る影響を検索す る 団

的で，分娩直後か ら退院まで毎 日 1 回 Syntocinon 　O，5

単位点鼻 した も の 30例． 1単位点鼻した もの 60例，合計

90例 ，対 照 と して 無投与群20例 ， 麦角剤投与群 60例 に つ

い て そ の 効果 を比較検討 した．

　 （1）　syn 亡ocinen 投与群 は産褥 子宮退縮 が無投与群

よ り好結果 を示 し，麦 角剤 投 与 群 に 比 して ，や や 良 好 の

よ うに 思われ る ．悪露 の 性状 も無投与 群 に 比 して 好結果

　を示 した ．

　　   　乳汁 分泌 ．synt ◎cinon 投与群で は 産褥第 工 日

な い し第 2 日 目か ら点鼻後 10〜40分後に乳房腫脹感 を認

め 始め ，産褥 日 数 の 経過 ととも に点鼻後腫脹感を感 ん ず

る例数が増加 しs 時間 が 短縮す る例 数 が 増加 す る 傾向が

み られ た ．乳汁量 は測定 しな か つ た の で不明で ある ．

　　（3） synt 。cinon 投与群で は鬱滞 性 乳腺炎，乳頭損

傷が syntocinon 無投与群 よ り少 な かつ た ．

　　（4） Syntocin 。 n 点鼻に よ る副作用は認 め られ な か

つ た ．

　　207．人乳 の 酵素 に 関 す る一
考察

　　　　（囗赤本部産院）　　三 谷　　茂，中嶋　唯夫

　　　　　　　　　　　　　 柄沢　和雄 ，吾妻　　博

　 新生児及 び未熟児 の 栄養 に 関 して ，数年来 人 乳栄養 を

中心 とし て 鍔検討 を実施 しつ y あ るが ，今 回 は初乳の 成

分 に就 い て ，乳汁組成 の 面 か らの 検討 を併 せ て，主と し

て 人乳 の 酵素学的な 追及 を 試み た ，酵素の 中で燐酸 エ ス

テ ル の 分解 ，合成 の 触媒系 に つ い て，骨格形成 ， 筋肉に

於 げ る代謝 作用及び 乳汁分泌等 に 関す る，無機燐 ，ア ル

カ リホ ス フ ァ タ
ー

ゼ 及 び 酸ホ ス フ ァ ターゼ 値を Fishe−

Subbaraw 法 に も とづ き測 定 した ．採乳時間は 午前 9 時

よ り午前   時迄 と し，手搾 りに て 採乳 した新鮮人乳 を直

ち に 単独試料 として 分析 した ．対称は合併症 な き満期正

常産褥 婦，晩期妊娠中 毒 症合併満期 自然分娩を遂 げ た 褥

婦，高年初産褥婦 ， 早匿未熟児娩出褥婦で あ る．測定方

法，灰 分 は 電気 マ ッ フ ル 炉 に て 灰化秤量 した ．カ ル シ ウ

ム は 業会協定法 に よ り，無機燐 は Fishe−Subbara 圃 去に

よ り測定 した 、ア ル カ リホ ス フ ァ タ
ー

ゼ はiHIO 。9s 酸 ホ

ス フ ァ タ
ー

ゼ 値 はpH5 ．0 の 基 質緩衝液 を使用 し，　 Fishc ・

Subl）tiraw 法 に よ る も試薬 ｝ま sUlfon 　試薬 を 使用 し ，

Shinowara −Jones−Reinhart 単位に て値を求 め た．灰分及

び カ ル シ ウム は 分娩後 の 同 日 日数 の 人乳に よる混合試料

に よ る 値で あ る が，灰分に含 ま れ る 成分は 無機塩 の ぼ か

に 有機燐 酸 塩 ，蛋 白質及 び レ シ チ ン 等 の 有機化合物 に 由

来す る物質で ある と云われ s 大部分は可溶性無機化合物

であ る が，カ ル シ ウム 及 び燐 の
一

部 は不溶解性 で あ り，蛋

白 質 と化合 し て い る と云 わ れ てい る．我 々 の 測 定値 を示

す と ス ラ イ ドの 如 くである ．ス ラ イ ド  ，灰 分 は 日数 の

経過 と共 に低下 し，カ ル シ ウム も又 ． 日 数の 経過 と共 に

低 下 す るが ，50 日 目頃 よ り初乳値 に近 づ く傾向が あ る ．

無機燐 に つ い て 検 討 を 行 う と ス ラ イ ドの 如 く， ス ラ イ ド

    ， 無機燐 は合併症 な き満期 正 常産褥婦及び 晩期妊娠

中毒症 を合併 し満期 自然分 娩 を遂 げ た 褥婦 で は ， 初乳 よ
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